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「家庭教育」の隘路
さて、本書の索引にも目次にもジェンダーの文字は
出てこないのであるが、親（とくに母親）の家庭教育
責任論に彩られた現実の子育ての背後に、根深いジェ
ンダー構造も透けてみえる。とくにライフコースの語
りからは、今なお女性たちが共通に抱える困難と葛藤
状況、「母になること」があぶりだすジェンダー格差
も読み取れるように思う。
大半の母親たちは、子どもの教育にできる限りの資
源とエネルギーを注ぎ込んでおり、これ以上育児と教
育の責任を家族に押し付けるな、というのが著者の主
張である。いま必要なのは、親の過重負担を増やす政
策ではなく負担を軽減する社会的整備であり、家族責
任強化論や育児問題の家族内部化に対抗する、開かれ
た議論なのだ。
 （てんどう・むつこ　名城大学准教授）
